
  

 
十
一
月
十
七
日
（
日
）
菊
川
小
学
校
に
て
記

念
す
べ
き
第
４
０
回
菊
川
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
大
変
多
く
の

方
で
賑
わ
い
、
お
祭
り
は
大
盛
況
！ 

 

今
年
は
昨
年
に
引
き
続
き
パ
ト
カ
ー
と
白

バ
イ
、
は
し
ご
車
が
展
示
。
そ
れ
に
加
え
て
、

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
よ
り
自
衛
隊
パ

ジ
ェ
ロ
も
展
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
レ
ノ

フ
ァ
山
口
Ｆ
Ｃ
の
レ
ノ
丸
く
ん
も
参
加
し
、
お

祭
り
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

鏡
開
き
や
例
年
よ
り
も
景
品
の
多
か
っ
た

福
引
大
抽
選
会
、
菊
川
空
手
同
好
会
に
よ
る
空

手
演
武
な
ど
、
第
４
０
回
目
に
ふ
さ
わ
し
い
大

変
賑
わ
い
の
あ
る
お
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。
皆

さ
ん
来
年
の
菊
川
ま
つ
り
も
お
楽
し
み
に
‼ 

 

令
和
元
年
７
月
、
菊
川
地
区
夢
プ
ラ
ン
策
定
委

員
会
（
約
４
０
名
）
が
発
足
し
、
令
和
３
年
３
月

末
ま
で
の
夢
プ
ラ
ン
策
定
を
目
指
し
活
動
し
て

お
り
ま
す
。
令
和
３
年
４
月
よ
り
、
策
定
し
た
夢

プ
ラ
ン
の
実
現
に
向
け
て
活
動
す
る
予
定
で
す
。 

① 

夢
プ
ラ
ン
と
は
？ 

・
地
域
づ
く
り
の
設
計
図 

② 

地
域
づ
く
り
と
は
？ 

・
地
域
の
暮
ら
し
を
支
え
る
活
動 

・
地
域
の
価
値
を
高
め
る
活
動 

◎
現
在
の
進
捗
状
況 

策
定
委
員
が
左
記
の
３
つ
に
分
か
れ
ま
し
た
。 

① 

ア
ン
ケ
ー
ト
グ
ル
ー
プ 

② 

ヒ
ア
リ
ン
グ
グ
ル
ー
プ 

③ 

タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
グ
ル
ー
プ 

夢
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
上
で
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
意
見
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
今
後
、
夢
プ
ラ
ン

策
定
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
特
徴
を

活
か
し
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
収
集
し
て
参
り
ま

す
。
質
問
へ
の
回
答
な
ど
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま

す
！ ま

た
、
菊
川
地
区
夢
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
は
新

た
な
メ
ン
バ
ー
を
随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
ご

興
味
の
あ
る
方
は
、
事
務
局
で
あ
る
菊
川
市
民
セ

ン
タ
ー
（
６
２-

２
８
０
１
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！ 

菊
川
地
区
夢
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
に
つ
い
て

の
詳
細
は
別
紙
、
増
刊
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
！ 

 

 

ね ね 

現
在
、
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
の
設
立
に
向
け
、

菊
川
地
区
統
括
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
関

係
者
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
母
子
保
健
推
進

委
員
、
子
ど
も
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
社
会
福
祉
協

議
会
、
学
校
等
の
関
係
者
が
集
ま
り
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。 

１
．
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
と
は
？ 

 

子
育
て
経
験
者
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
多
様

な
人
材
で
構
成
さ
れ
た
自
主
的
な
集
ま
り
で
あ

り
、
身
近
な
地
域
で
子
育
て
や
家
庭
教
育
に
関
す

る
相
談
に
の
っ
た
り
、
親
子
で
参
加
す
る
様
々
な

取
り
組
み
や
講
座
な
ど
を
提
供
し
た
り
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
地
域
の
実
情
に
即
し
て
、
学
校
や
地
域
、

教
育
委
員
会
な
ど
の
行
政
機
関
や
福
祉
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
、
子
育
て
や
家
庭
教
育
を
応
援

す
る
も
の
で
す
。 

２
．
今
後
の
動
き
に
つ
い
て 

 

菊
川
地
区
の
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中

学
校
等
の
各
保
護
者
に
必
要
と
さ
れ
る
家
庭
教
育

支
援
チ
ー
ム
を
設
立
す
る
た
め
、
保
護
者
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。
そ
の
際
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
設
立
へ 

消
防
団
第
１
４
分
団 

山
口
県
消
防
操
法
大
会
に
て
準
優
勝 

 

九
月
二
十
一
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
、
第
６
６
回
山
口

県
消
防
操
法
大
会 

基
本
操
法 

小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
て
、

消
防
団
第
１
４
分
団
が
準
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！ 

 

十
二
月
七
日
（
土
）
に
住
み
よ
い
菊
川
を
つ

く
る
会 

健
康
・
体
育
部
会
主
催
で
、
第
８
回

ふ
る
さ
と
ウ
ォ
ー
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
は
小
畑
地
区
の
貴
重
な
史
跡
や
自
然

を
満
喫
で
き
る
コ
ー
ス
設
定
と
な
っ
て
お
り
、

約
５
．
８
㎞
を
か
け
て
小
畑
地
区
を
堪
能
。
約

２
７
，
５
８
０
年
前
の
木
材
や
、
日
本
石
垣
１

０
０
選
に
選
ば
れ
て
い
る
棚
田
群
な
ど
を
見

て
回
り
ま
し
た
。 

 

来
年
行
わ
れ
る
、
第
９
回
菊
川
ふ
る
さ
と
ウ

ォ
ー
ク
は
加
見
地
区
で
の
開
催
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
地
元
愛
を
育
み
、
地
域
の
連
帯
を

強
化
、
そ
し
て
健
康
の
増
進
と
体
力
の
強
化
を

目
的
と
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
皆
様
の
ご

参
加
、
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！ 

ねずみ年～ 

 

十
一
月
十
三
日
（
水
）
に
周
南
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰 

表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
以
下
３
名
の
方
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

◎
福
祉
員
功
労
者 

 

・
青
木 

幸
子 

さ
ん 

 

・
小
林 

淳
子 

さ
ん 

 

・
重
永 

百
代 

さ
ん 

 

（
永
年
、
菊
川
地
区
福
祉
員
と
し
て
、
地
域
福
祉
推
進

に
寄
与
） 

 周
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
式 

に
て
菊
川
地
区
よ
り
３
名
受
賞 

世帯数 3,290
人口 7,948
男 3,854
女 4,094

【
日
時
】 

一
月
十
日
（
金
） 

18
時
30
分
～ 

【
会
場
】 

Ｊ
Ａ
周
南
徳
山
支
所 

【
内
容
】 

ぜ
ん
ざ
い
サ
ー
ビ
ス
、
ビ
ン
ゴ
大
会
、
飲
食 

【
会
費
】 

男
性
３
，
０
０
０
円 
女
性
２
，
０
０
０
円 

【
申
込
】 

直
接
菊
川
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
、
ま
た
は
自
治

会
回
覧
に
添
付
の
受
付
票
に
て
申
込
み
。 

毎
年
恒
例
の
「
新
春
ふ
れ
あ
い
懇
話
会
」
を
今
年
も

開
催
い
た
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
！ 



『大歳神の祠（居守迫）』 

‐

小
さ
い
頃
の
夢
は
あ
り
ま
し
た
か
？ 

（
久
）
昔
の
夢
は
大
工
で
し
た
。
祖
父
が
大
工
で
、

そ
の
働
く
姿
に
あ
こ
が
れ
て
い
ま
し
た
の
で
。 

（
大
）
自
分
は
魚
が
好
き
な
の
で
漁
師
に
な
る
の

が
夢
で
し
た
（
笑
） 

‐

で
は
、
現
在
は
ど
う
い
っ
た
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
か
？ 

（
久
）
結
婚
し
て
妻
と
子
と
３
人
で
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
仕
事
が
休
み
の
時
は
娘
を
連
れ
て
公
園
に

行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。 

（
大
）
大
学
に
通
い
な
が
ら
、
広
島
で
一
人
暮
ら

し
を
し
て
い
ま
す
。
親
元
を
離
れ
て
、
自
分
の
面

倒
を
見
て
く
れ
て
い
た
親
の
苦
労
や
有
難
み
を
実

感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

‐

菊
川
で
の
思
い
出
は
あ
り
ま
す
か
？ 

（
久
）
色
々
あ
り
ま
す
が
、
菊
川
中
学
校
に
通
っ

て
い
た
時
で
す
か
ね
。 

（
大
）
自
分
た
ち
は
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
に
入
っ
て

い
ま
し
た
。
毎
日
朝
練
、
そ
し
て
夕
方
も
練
習
し

て
い
ま
し
た
ね
。 

（
久
）
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
と
言
え
ば
、
今
は
校
舎
裏

に
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
用
の
コ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
が
、

自
分
た
ち
の
時
に
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

（
大
）
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
一
部
に
白
線
を
引
い
た
り
、 

 

大
歳
神
は
、
毎
年
正
月
に
各
家
に
や
っ
て
く
る
来
訪
神

で
あ
る
。
現
在
で
も
残
る
正
月
の
飾
り
物
は
、
元
々
歳
神

を
迎
え
る
た
め
で
、
門
松
は
来
訪
す
る
た
め
の
依
代
（
よ

り
し
ろ
）
で
あ
り
、
鏡
餅
は
供
え
物
で
あ
っ
た
。
農
耕
神

で
も
あ
り
、
農
耕
が
発
達
す
る
に
つ
れ
て
、
年
始
に
豊
作

を
祈
念
し
、
正
月
の
中
心
行
事
と
な
っ
て
い
っ
た
。 

 

居
守
迫
部
落
の
一
番
奥
（
小
路
ヶ
浴
）
に
、
大
歳
神
の

祠
と
灯
篭
が
あ
る
。
現
在
は
、
孟
宗
竹
の
林
に
囲
ま
れ
て

い
る
が
、
そ
の
前
に
は
ケ
ヤ
キ
の
大
木
も
あ
り
、
昔
の
境

内
の
広
さ
を
偲
ば
れ
る
。
祠
に
は
山
崎
八
幡
宮
か
ら
の
頂

い
た
新
し
い
御
幣
を
入
れ
て
、
こ
の
神
様
の
好
物
で
あ
る

丸
い
も
の
（
柿
と
柑
橘
類
）
と
缶
ビ
ー
ル
が
供
え
ら
れ
て

い
た
。
現
在
は
、
居
守
迫
の
渡
辺
一
豊
さ
ん
に
よ
り
管
理

さ
れ
、
案
内
を
い
た
だ
き
写
真
を
撮
る
こ
と
が
出
来
た
。 

 

祠
の
製
作
年
を
調
べ
る
と
、「
天
明
元
年 

辛
丑
（
か

の
と
う
し
）
十
月
十
八
日
」
と
彫
ら
れ
、
一
七
八
一
年
で

あ
る
（
今
か
ら
二
百
四
十
年
前
に
な
る
）。
江
戸
時
代
は

全
期
を
通
じ
て
寒
冷
な
時
代
で
あ
っ
た
為
、
凶
作
や
飢
饉

が
絶
え
な
か
っ
た
（
大
飢
饉
が
四
回
）。
特
に
天
明
期
は

大
規
模
で
あ
り
、
大
凶
作
で
あ
り
、
疫
病
の
流
行
も
あ
っ

て
、
餓
死
者
・
病
死
者
が
九
十
万
人
を
超
え
た
。
我
々
の 

先
祖
は
そ
の
様
な
不
安
に
、
大
歳
神
に
対
し
て
豊
作
を
祈

り
、
豊
作
に
感
謝
し
崇
拝
し
た
。 

 

こ
の
神
様
の
祭
事
は
、
神
様
が
火
を
好
む
と
の
事
で
、

十
一
月
の
「
猪
の
日
」
に
焚
火
を
し
て
、
火
が
真
っ
す
ぐ

高
く
昇
っ
た
程
来
年
の
豊
作
が
約
束
さ
れ
る
の
で
、
天
高

く
何
丈
（
一
丈
は
約
３
ｍ
）
も
焚
き
上
げ
る
。
さ
ら
に
、

お
神
酒
を
供
え
部
落
の
人
が
輪
に
な
っ
て
焚
火
に
あ
た

り
な
が
ら
、
祈
願
す
る
風
習
が
あ
り
、
今
か
ら
３
０
年
前

ま
で
は
実
施
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
場
所
に
は
、
当
時
を
偲

ば
せ
る
真
っ
黒
な
灰
が
今
で
も
あ
る
。
実
施
時
期
や
お
供

え
物
か
ら
は
、
こ
の
部
落
で
は
、
年
初
の
豊
作
を
祈
願
す

る
よ
り
、
秋
の
豊
作
物
の
収
穫
の
豊
か
さ
に
感
謝
す
る
こ

と
に
、
皆
の
心
を
一
つ
に
し
た
様
だ
。
今
で
は
休
耕
田
も

増
え
、
猪
の
被
害
も
あ
り
、
全
国
的
に
災
害
が
多
い
中
、

自
然
へ
の
感
謝
は
、
一
層
大
切
な
心
掛
け
で
あ
る
。 

フ
ェ
ン
ス
を
並
べ
て
テ
ニ
ス
の
ネ
ッ
ト
の
代
わ
り

に
し
た
り
し
て
、
自
分
た
ち
で
コ
ー
ト
を
つ
く
っ

て
い
ま
し
た
ね
。 

（
久
）
練
習
と
本
番
で
ネ
ッ
ト
の
高
さ
が
違
う
の

で
困
惑
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
（
笑
） 

（
大
）
今
の
生
徒
が
羨
ま
し
い
で
す
（
笑
） 

‐

こ
れ
か
ら
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

（
久
）
一
軒
家
を
建
て
た
い
の
で
仕
事
と
貯
金
を

頑
張
り
ま
す
。
老
後
の
こ
と
も
考
え
て
平
屋
を
希

望
で
す
！ 

（
大
）
彼
女
を
つ
く
り
た
い
で
す
（
笑
）
菊
川
の

女
性
は
気
が
強
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
そ
う
い
う

人
が
自
分
の
好
み
で
、
そ
う
い
う
女
性
と
付
き
合

い
た
い
で
す
！ 

‐

最
後
に
、
新
成
人
に
な
る
に
あ
た
っ
て
の
思
い
を

教
え
て
く
だ
さ
い
！ 

（
久
）
職
場
で
一
番
年
下
な
の
で
、
周
り
か
ら
す

ご
く
目
を
か
け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
後

輩
が
で
き
た
ら
、
し
っ
か
り
面
倒
み
れ
る
よ
う
、

今
よ
り
も
っ
と
し
っ
か
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
大
）
今
ま
で
は
子
供
だ
っ
た
の
で
許
さ
れ
て
い

た
部
分
が
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は

自
分
の
行
動
に
責
任
が
伴
う
こ
と
を
意
識
し
て
、

気
を
引
き
締
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

‐

今
日
は
お
忙
し
い
中
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
ご
協
力

頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
‼ 

 

菊
川
地
区
の
新
成
人
を
代
表
し
て
お
二
人
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
！ 

‐

ま
ず
は
新
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

（
久
・
大
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

‐

お
二
人
は
い
つ
か
ら
の
知
り
合
い
で
す
か
？ 

（
久
・
大
）
小
学
生
の
時
か
ら
で
す
。 

‐

そ
の
こ
ろ
の
お
互
い
の
印
象
は
？ 

（
久
）
面
白
く
て
ク
ラ
ス
の
人
気
者
だ
っ
た
印
象
で

す
（
笑
） 

（
大
）
一
言
で
表
す
な
ら
只
者
じ
ゃ
な
い
雰
囲
気
を

持
つ
人
だ
っ
た
か
と
（
笑
） 

   

 

久 

楽 
 

豊 

大歳
おおとし

神
のかみ

のお祀り 

（居守迫・助三） 

さん 

大 

野 

司 

祥 

さん 

（左） 

『いつも可愛い笑顔をありがとう！』 

（右） 

みお ちゃん 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

  
 

 
 

 

住
み
よ
い
菊
川
を
つ
く
る
会 

 
 

 
 

 
 

 

会
長 

小
林 

雄
二 

    

地
域
の
皆
様
に
は
、
令
和
と
な
っ
て
初
め

て
の
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
健
や
か
に
お
迎

え
の
事
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
の
十
一
月
、
令
和
元
年
度
周
南
市
人

権
教
育
講
演
会 

兼 

菊
川
ブ
ロ
ッ
ク
人
権

講
演
会
が
菊
川
小
学
校
で
開
催
さ
れ
、
冒
頭

で
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

住
み
よ
い
菊
川
を
つ
く
る
会
の
会
則
に

は
、「
地
域
連
帯
感
と
自
主
性
と
創
造
性
」
が

明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
本
国
憲

法
の
三
大
原
則
の
一
つ
基
本
的
人
権
の
尊
重

そ
の
も
の
だ
と
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

 

菊
川
地
域
（
と
り
わ
け
下
上
・
上
村
）
に

は
、
宅
地
も
増
え
、
家
も
増
え
、
子
ど
も
た

ち
も
増
え
て
い
ま
す
。 

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
も
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
周
南
市
の
対
象
者
は
約
三
千
三
百

人
と
な
る
そ
う
で
す
。 

 

「
菊
川
地
域
は
住
み
よ
い
ね
」
と
言
わ
れ

る
こ
と
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
と
っ
て
最

大
限
の
誉
め
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

幼
年
、
青
年
、
壮
年
、
老
年
と
み
ん
な
で

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
住
み
よ
い
地
域
を
つ
く

っ
て
い
く
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
力
一
杯
頑

張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

（１歳） （０歳） 

『あなたたちの笑顔にいやされています』 

（左）みつき くん 

（右）あさひ ちゃん 

（２歳） 

（０歳） 

『すくすく元気に育ってね！』 

（中央）まゆ ちゃん 

イベント 日時 問い合せ

新春登山

（四熊ヶ嶽）

１月１日（水）

５：２０　上野八幡宮発

６：００　四熊市民センター発

四熊市民センター

６３－０１０８

ふれあい懇話会
１月１０日（金）

１８：３０～　ＪＡ周南徳山支所

菊川市民センター

６２－２８０１

ハイキング大会

※雨天中止

２月１１日（火） 四熊ヶ嶽下権現広場

８：１５　小畑バス停発

９：００　上野八幡宮or加見分館発

９：３０　四熊市民センター発

菊川市民センター

６２－２８０１


